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歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
真
壁
中
央

公
民
館
の
建
て
替
え
な
ど
も
含
め
た

（
仮
称
）
桜
川
市
多
目
的
複
合
施
設

建
設
に
と
も
な
う
、
発
掘
調
査
お
よ

び
建
設
工
事
の
期
間
中
、
一
時
閉
館

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
閉
館
期
間
中
も
次
の
事
業

は
継
続
い
た
し
ま
す
。

・
企
画
展
示
（
ミ
ニ
企
画
展
）

・
歴
史
文
化
講
座

・
体
験
学
習

・
資
料
整
理
・
調
査

・
歴
史
学
習
・
調
査
の
支
援

・
広
報
「
資
料
館
だ
よ
り
」

・
そ
の
他
、
資
料
館
事
務

■
移
転
先
／
真
壁
庁
舎
２
階 

文
化

生
涯
学
習
課 

資
料
館
係
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

■
移
転
日
／
平
成
21
年
４
月
１
日

（
水
）

戦国決戦！　手這坂合戦の道
真壁久幹、朝霧の湯袋峠を越え、小幡手這坂へ出陣
開戦時刻・午前８時ごろ 朝霧の湯袋峠「歴史の風景展」より

　

多
目
的
複
合
施
設
建
設
に
よ

り
、
一
時
閉
館
と
な
る
資
料
館
。

　

昭
和
53
年
の
開
館
か
ら
31
年
目
の

今
年
、
新
た
な
歴
史
文
化
の
拠
点
を

め
ざ
し
て
、
い
よ
い
よ
準
備
期
間
に

入
り
ま
す
。

　

桜
川
市
は
、
名
勝
桜
川
、
史
跡
真

壁
城
跡
、
真
壁
の
ま
ち
な
み
、
雨
引

山
楽
法
寺
、
富
谷
・
小
山
寺
、
椎
尾
・

薬
王
院
な
ど
、
国
や
県
を
代
表
す
る

歴
史
遺
産
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
平
将
門
、
世
阿
弥
、
中
世

の
真
壁
氏
、
近
世
の
浅
野
氏
な
ど
、

多
彩
な
人
物
と
物
語
の
風
景
は
、
い

つ
も
眺
め
て
い
る
山
、
川
、
道
、
町
、

田
畑
に
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
遺
産
を
永
く
伝
え
、
活
か
す

と
と
も
に
、「
歴
史
の
風
景
」
を
新

た
な
資
源
と
し
た
い
。

　

そ
れ
が
、
新
し
い
歴
史
民
俗
資
料

館
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。

　

歴
史
の
風
景
に
残
る
昔
の
想
い

は
、
私
達
の
心
に
響
き
、
人
生
を
励

ま
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
美
し
い
ま
ち
。そ
こ
は
、

魅
力
あ
ふ
れ
、
魅
力
尽
き
な
い
「
心

の
ふ
る
さ
と
」
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

新
し
い
歴
史
文
化
の
拠
点
を
め
ざ
し
て

世
阿
弥
の
描
く
風
景　

名
勝
桜
川
「
歴
史
の

風
景
展
」
よ
り

昭和 53年７月開館
今年 31歳の歴史民俗資料館

新
し
い
歴
史
民
俗
資
料
館

桜
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館

一
時
閉
館
の
お
知
ら
せ


